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1 月 10 日に保護者の方にも参加を

していただき、新年もちつき大会を

行いました。

当日は、遊戯室に大きな臼があっ

たり、お正月らしい BGM が聞こえて

きたり、普段と違う雰囲気に少し戸

惑うお子様もいましたが、職員や保

護者と一緒に参加することができて

いました。

目の前で蒸しあがったもち米を見

たり、つきたてのお餅の匂いを嗅い

だり、杵を振りおろすと「どっしーん」

と大きな音がしたり、お子様たちは五感でもちつきを楽しみました。また、「よいしょー」とみんなで掛け声を

かけて一体感のある雰囲気の中で、お餅を作ったことはとても良い経験になったのではないかと感じました。

周りの大人たちが楽しい雰囲気を作ることで、お子様たちも「楽しい」や「やってみよう」と感じ、意欲的に

色々なことに取り組んでいけると思います。今後もお子様たちが楽しみながらチャレンジできる企画をしていき

たいと思います。（大向）
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成功体験がお子様の将来に繋がる！ ～相談支援専門員が思うこと～

今、あおぞら園の可愛くて無邪気なお子様たちを見かけると、

私が入職した時のあおぞら園のお子様たちの可愛かった様子が昨

日のことのように思い出されます。

月日が流れ、そのお子様たちも小学校高学年や中学生になり、

家庭や学校、事業所等それぞれの場所で、元気に楽しくすごして

おられます。その中でご家族から「意に沿わないとパニックにな

る。力も強くなってきて大変」というご相談が増えてきたように

感じています。もちろん思春期で心と身体のバランスが崩れてく

ることからによるパニックも考えられます。その都度ご家族も丁

寧な対応をされておられます。

しかし、一部、小さい時から「泣いたりパニックになったら言

うことを聞いてもらえる」という誤った成功経験を繰り返している様子もうかがえることです。パニックにな

ると本当に大変だと思います。そのような時は、学校や事業所に相談していただき、うまく気持ちが切り替え

た正しい成功体験を共有し、場面に応じた対応を一緒に考えさせていただけたらと思います。

　日常生活全般で、小さい時からの正しい成功体験、自分で選択する力、正しく褒めてもらうことの積み重ねが、

お子様の将来に繋がっていくことを感じつつ、大きくなったお子様たちやご家族とお話を重ねる日々です。

（小坂田）

あおぞら園・ゆりかご園 サポーター養成講座を行いました！

ゆりかご園やあおぞら園に通園するお子さまの

ことや私たちの園のことを地域の方たちに知って

もらい、サポートしていただけるよう、年に 1 回

この講座を行っています。

募集に応じてくださった 8 名の方たちに、1 日

目はゆりかご園、2 日目をあおぞら園で、それぞ

れ座学と園内の見学をしていただきました。ゆり

かご園では「肢体不自由とは？」のテーマで、片

足立ちだったり、両手に重りをつけたりするなど

して、私たちにとって不自由な条件で日常的な動

作をすることの難しさを経験し、ちょっと肢体不

自由のある方の気持ちを実感しました。あおぞら

園では「発達障害とは」、「子どもへのかかわり方」

をテーマにお話を聞いていただき、その後は園内

で子どもたちが遊んでいる様子や遊具、環境の工夫などを見ていただきました。

　皆さんとても熱心に講義を聞いてくださって、質問もたくさんしていただきました。また、それぞれの園で使っ

ている道具やアイテムなどにも関心を寄せておられました。アンケートにもそれぞれのお立場で講座の内容を

生かしたい、と書いてくださって、いつも開催する前は不安なものですが、そうしたお声をいただけとても嬉

しく思いました。これからも地域の方たちのサポートをいただくために続けていきたいと思います。（吉川）

お子様、ご家族の笑顔のために！ ～母子発達支援事業研修会のご報告～

明石市こども局こども健康課よりお話をいただき、1 月 28

日（火）に職員さん向けの母子発達支援事業研修会にて「保

護者支援・子どもとの関わり方について」をテーマにお話さ

せていただきました。健診や遊びの教室などでお子様、保護

者の方と接する保健師・保育士・心理士の方々にご参加いた

だき、あおぞら園・きらきらの取り組みやお子様の様子に合

わせた対応方法などをお話させていただきました。

職員の方に療育のことを知っていただく、良い機会をいた

だきました。それぞれ役割は異なりますが、お子様・ご家族

の方々が笑顔で過ごすことができるよう今後も連携させていただきながら、日々支援や啓発活動に取り組んでいき

たいと思います。（泉川）
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お子様にリアルな伝統行事を！ ～恐怖を与えないよう、ほどほどに♪～

明石市立あおぞら園・きらきらでは毎年、節分の時期になると、強面で

すが、良い子とその保護者さまにめっぽう弱い鬼が出没します！

　さんざん驚かしては、最後は必ず退散するのですが、途中で気持ちが折

れてしまい、豆に見立てたボールを投げきれないお子様もおられます。

　お子様に達成感を持っていただくように鬼さんも、押し引きを緻密に計

算しながら、楽しみたいと思います！（服部）

季節の行事を五感で楽しむ♪ ～新年もちつき大会のご報告～

手づくりの杵で
シーツもちをたたいて
もちつきの練習する
いるか組のお子様

もちつき大会本番でお母様と一緒に
もちつきを楽しむお子様

サポーター養成講座で
”発達障害”について講義する吉川公認心理師

運動会でお子様のサポートをする泉川主任（右）

あおぞら園の発達支援部で働いていたころの
小坂田相談支援専門員

～恐怖を与えないよう、ほどほどに♪～




